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１．とちぎ米生長日記

２．とちぎ米イベント情報

今年のとちぎの稲刈りも無事完了しました。田んぼもそろそろ冬支度です。

収穫後の稲の株からはヒコバエ（再生稲）が出てきます（左写真）。

ヒコバエは害虫のエサになることもあり農家の皆さんはキチンと耕します（右写真）。

あれれ？もう田植えでしょうか？

もちろん違います！冬の田んぼに

あえて水を張ってるんですよ♪

冬の田んぼに水が張られているのを見たことがありますか？これは冬水田んぼ

（冬期湛水：とうきたんすい）と言われる米作りの技術のひとつなんです。

水が張られた田んぼには渡り鳥などの鳥が集まり、雑草の種などをついばみます。

そして鳥はフンをしますので、微生物が活性化し、土が柔らかくなり、春には稲作り

に適した土に・・・と小さな自然のサイクルが、冬水田んぼに生まれます。

なんとなく寂しい冬景色に彩りをそえる、一面に広がる冬水田んぼとそこに集ま

る鳥たち。冬水田んぼは、地域の景観形成にも、一役買っています♪

とちぎの稲刈りは完了しました！そろそろ冬支度です♪

『宇都宮餃子まつり2015』にて、とちむすび販売

今年で１７回目となる宇都宮餃子ファンへの感謝祭「宇都宮餃子祭り２０１５」にて、

「とちむすび」を販売。今回もお昼過ぎには完売となり、多くの方々にご賞味頂きました。

宇都宮といえば餃子！餃子ファンが集う「餃子まつり2015」に

今年も餃子に合う「とちむすび」を販売しました。

「とちむすび」は大好評！お昼を待たずして次々に売れ、

両日お昼過ぎには完売。とちぎ米のＰＲも大成功でした。
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※ 問合せ先 ※

◆内容に関するご意見、ご質問、ご感想も、是非お寄せください。
ＪＡ全農とちぎ 米穀課 電話：０２８－６２６－２１７４ ＦＡＸ：０２８－６２１－２０３７
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４．全農とちぎ米穀課 共同計算担当 よしだっし～（吉田浩之）です！

５．『栃木のうまいもん2015』 プレゼント★コーナー

この『とちぎ米産地だより』から出題されるクイズに答えて、ＦＡＸを送って頂くと栃木の美味しい農畜産物
や特産品が毎月５名に抽選で当たります。応募対象者はとちぎ米に関わる方ならどなたでもＯＫ！！
１団体何通でもご応募可能です。ＦＡＸ（０２８-６２１-２０３７）お待ちしてます♪応募詳細は別紙をご覧ください。

✿11月のお題✿

Ｑ. 「ヒコバエ」とは何？
（Ａ）再生稲 （Ｂ）藁の肥料 （Ｃ）稲の害虫

ヒント！とちぎ米生長日記に答えがある・・・かも☆

★今月のプレゼント★

【菌床しいたけ (1kg/サイズ中・約20～29個) JAしおのや産】
～肉厚ジューシーで、ぷりっぷりの食感の菌床しいたけを是非この

機会に味わって下さい～

●○１０月号クイズの答え○●
（Ｂ）

プレゼントは「栃木県産米粉を使用したバームクーヘン『Virgo Baum』」でした。
ご回答頂いた皆様、ありがとうございました！ご当選された方、おめでとうございます★

当選者は発送を持ってお知らせいたします。

３．とちぎ米ニュース

４．とちぎ米キャンペーン

【新米時期に合わせたＰＲ活動を各地で開催しております！】

新米キャンペーン実施中です！

県内をはじめ首都圏で新米販売中！

引き続き、秋の新米キャンペーンを１２月末日まで実施中です。
今回のキャンペーンは、栃木県産４品種（コシヒカリ、なすひかり、とち

ぎの星・あさひの夢）の精米がセットで当たります。

みなさまのご応募お待ちしております！

食べ比べをして、
ぜひ応募してほしい

まる～

10月24・25日開催の「食と農ふれあいフェア」

多くの方々でにぎわいました。

ふれあいフェアにキャラバンカーが出動！

今回も「とちむすび」をＰＲしました。

シンガポールでの販促活動の様子です。

とちぎ米の良さを世界に発信しました！
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